
しょう4 りか「人の 体の つくりと 運動」 その3
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 つばさ・うで・足のように、動く 部分に 共 通して あるのは?

ア 骨が ない こと イ 同じ 大きさ の 骨 ウ 骨・きん肉・関節 エ羽毛 こたえ 

2 きん肉の 両はしは、何に ついている?

ア血管 イ 関節を またいだ 2つの 骨 ウ 皮ふ だけ エつめ こたえ 

3 ハトの 胸の きん肉が とても 大きいのは?

アえさを ためる ため イ 寒さを ふせぐ ため ウ 体を 重く する ため

エつばさを 強く 動かす ため こたえ 

4 ボールを けろうと ひざを 伸ばす とき、縮むのは?

アすねの 皮ふ イももの 後ろ側の きん肉 ウひざの 骨 エももの 前側の きん肉

こたえ 

5 人の体を 動かすのに 一緒に 働くのは?

ア 皮ふと つめ イきん肉だけ ウ 骨だけ エ 骨・きん肉・関節 こたえ 

6 かたと ひじの 間(関節の ない 所)で、うでは 曲がる?

ア 曲がらない イ少しずつ しなって 曲がる ウどこでも 曲がる エ力を 入れると 曲がる

こたえ 

7 人と 同じように、体の 中に 骨が ある 動物は?

アミミズ イイヌ ウクラゲ エナメクジ こたえ 

8 運動を すると 体が 暖かくなるのは?

ア血が 凍るから イ 皮ふが 光るから ウ 骨が 燃えるから

エきん肉が 働いて 熱を 出すから こたえ 

9 アキレスけんを いためると、しにくく なる 動きは?

アつま先で 立つ こと イ 声を 出す こと ウものを 見る こと エ 字を 書く こと

こたえ 
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10 頭の骨の 働きは?

ア 声を 出す イ 食べ物を 消化する ウ脳を 守る エ 息を 吸う こたえ 

11 大人の 体の 骨の 数は およそ どれくらい?

ア 10個 くらい イ 10000こ 以上 ウ 200こ あまり エ 2〜3個 こたえ 

12 ひざを 曲げる とき、縮むのは?

アひざの 骨 イすねの 骨 ウももの 前側の きん肉 エももの 後ろ側の きん肉

こたえ 

13 ハトが つばさを 動かして 飛べるのは?

アきん肉が ないから イ 空気を 吸いこむから ウ 骨が ないから

エつばさに 骨・きん肉・関節が あるから こたえ 

14 手の指を こまかく 動かせるのは?

ア 関節が ないから イ 小さな 骨と 関節が たくさん あるから ウ 骨が 一本だから

エきん肉が ないから こたえ 

15 ろっ骨が かごのような 形なのは?

ア 声を 出すため イ 食べ物を ためるため ウ 心臓や 肺を 回りから 守るため

エ 体を 曲げるため こたえ 

16 せなかを 後ろへ そらす とき、縮むのは?

アろっ骨 イせなかの きん肉 ウずがいこつ エおなかの きん肉 こたえ 

17 うでを 曲げる ときの 順番で 正しいのは?

ア 外側の きん肉が 縮む → 骨が 押される → ひじが 曲がる

イ 内側の きん肉が 縮む → 骨が 引っぱられる → ひじが 曲がる

ウ 骨が 縮む → きん肉が 伸びる → ひじが 曲がる

エひじが 曲がる → きん肉が 縮む → 骨が 引っぱられる こたえ 

18 カエルが 大きく とべるのは、後ろ足に 何が 発達して いるから?

ア 大きな きん肉 イ長い 毛 ウ 固い こうら エ 大きな 目 こたえ 
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19 背中の 真ん中を 縦に 通っている 骨を 何という?

アろっ骨 イずがいこつ ウアキレスけん エせぼね(せきつい) こたえ 

20 骨と骨の つなぎ目で、体が 曲がる所を 何という?

アけん イ 関節 ウせぼね エきん肉 こたえ 

せなか ま なか たて とお ほね なん

こつ

ほね ほね め からだ ま ところ なん
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こたえ　しょう4 りか「人の 体の つくりと 運動」 その3

1  ウ 骨・きん肉・関節

2  イ 関節を またいだ 2つの 骨

3  エ つばさを 強く 動かす ため

4  エ ももの 前側の きん肉

5  エ 骨・きん肉・関節

6  ア 曲がらない

7  イ イヌ

8  エ きん肉が 働いて 熱を 出すから

9  ア つま先で 立つ こと

10  ウ 脳を 守る

11  ウ 200こ あまり

12  エ ももの 後ろ側の きん肉

13  エ つばさに 骨・きん肉・関節が あるから

14  イ 小さな 骨と 関節が たくさん あるから

15  ウ 心臓や 肺を 回りから 守るため

16  イ せなかの きん肉

17  イ 内側の きん肉が 縮む → 骨が 引っぱられる

→ ひじが 曲がる

18  ア 大きな きん肉

19  エ せぼね(せきつい)

20  イ 関節


